
北海道の縄文遺跡から出土した
漆塗膜片のマイクロ構造

加藤晃一!）・小林幸雄2)・小笠原正明３，

●
●キーワード：漆塗膜のマイクロ構造(microstructureofurushicoat),独特の漆工(uniqueurushiwork)

辰砂(cinnabar),硫砒銅鉱(enargite)

物の粒度調製が行われた可能‘|能もある（小林幸雄1989)。

櫛の製作にも多様な［程や素材が関わっていて，その塗

膜には素材や技法に関する情報が保存されている。堆脱
のマイクロ構造は，それらの情報の反映である。本稿で

は，同時期の北海道内遺跡から出土した漆溌膜片のマイ

クロ構造について報告する。

l . 緒 言

北海道では縄文|}#代早期に，既に漆工品が出現し（垣

ノ島Ｂ遺跡:l j< i " ' i r南茅部町),後期から晩期にかけて

は，多様な漆製品が生み出されていた。縄文期を通して

北海道に漆正文化が普遍的に定着していたとみられるｃ

多様な漆l:品の'|'には，黒色漆櫛（忍路士場遺跡：小樽

市）のように他地域には例をみない製品も登場する。個

性的な漆工技法が育まれていた可能性もある。

漆の主成分は不飽和側鎖を持つカテコール誘導体の混

合物である。漆は，酵素反応で速やかに乾燥し,100℃

以上で重合する犬然の高分子材料である（熊野諮従

1992)。今I1,多様な漆工品が劣悪な埋土環境から出土

するのは，漆のもつ高分子材料としての優れた特‘|’|§と縄

文期の漆lを技法とに依るところが火きい。佃々の遺物の

塗膜構造から寒冷地北海道の漆工技法を解明することは，

漆文化の普遍‘|ｿ|;や漆工技法の多様性を論究する上で重要

2．試料および試料調製

分析に供した資料の一覧を表ｌに示す。いずれの資料

も片側が赤色を呈して平滑または部分剥落した面をなし，

反対面は器材の一部と推定される褐色または暗褐色の物

質が付着し，土粒が來在している扁平な小片である。

試料調製では，全資料５点から得た微小細片を個別の

スライドガラス上でエポキシ系樹脂に包埋した後，研磨

と琢磨により鏡Im状の分析面をもつ薄片試料（以下試料

とする）に仕l1げた。試料厚は約３０"mである。洲製

した試料数は，長沼町１２区Ｂ遺跡出土分「漆器１点」

（１片のみ）については塗膜表面の状態が良好であった

ため分割して３枚，恵庭市柏木Ｂ遺跡出土分は「No.l

櫛｣,｢No.２櫛｣,｢No.８櫛」が各２枚,｢No.６櫛」が１

枚の計７枚，合計１０枚である。これらの分析面は，顕

微鏡観察および顕微鏡撮影の後,EPMA分析に供する

ためカーボン蒸着した。

である『，

近年，北海道で出土した縄文後期の漆櫛，飾り弓，彩

色土器に関して，その自然科学的分析が進められてきた。

漆櫛については，櫛歯と横架材とは結束糸で緊縛され，

塗膜は塑形材で形成された下地層と着色漆の堅牢な重ね

塗りとで構成されている。さらには着色漆の色材に使用

された鉱物の粒径が整っていることから，流水による鉱
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衣２分析頃 I I 一 '党
Tablc.２Samplesandanalyses

資料 出t辿跡（資料付載記;II:) 偏光蠅微鏡観察SEI観察卜)PMA線分析l･)PMA面分ｲ; l i

漆器の喉ll'ｈ片長沼町121><B遺跡「漆器1,1l!､(」 ○ r̅、
、_ノ (̅）

櫛の雄ll')!ハ。忠l廷巾|:I'14<B遺跡「N().1櫛」 ○ ○ 、

櫛の唯||伽'。恵庭'lil:|'14<B遺跡「N()２肺」 ○ ○ ○

櫛の雄ll!惚片恵庭'lil:|'|1<B遺跡「No６Mii」 ○ ○ へ

櫛の聡||蝋ハ恵庭市ｌ'''水Ｂ遺跡「No.８櫛」 ○ 、 ﾉ

:〕印：分析済み

｢No.８櫛」の試料各１枚については線分析を行い，長

沼Ⅲ｣̅１２区Ｂ遺跡「漆器１点」の２枚，恵庭市柏木Ｂ遺

跡「No, l櫛｣ , ｢No .２櫛｣ , ｢No .６櫛｣ , ｢No .８櫛」の

各１枚については1m分析を行った。

使用装置は３２と同一であった。

分析３．

分析面は塗膜層の断面とそれに付着する器材の一部で

ある。

試料ごとの観察および分析項||の一覧を表２に水す。

３-１光学顕微鏡観察

余試料１０枚について，ルi光伽微鏡により､|とｲjニコル

および直交ニコル|､で観察した。伽光蝋微鏡では，観察

対象が結晶質でなくても直交ニコルドで試料観察が容易

になる場合がある。試料が部分的に鉱物細粒によって構

成されている場合に，ステージを２～５度回転させるこ

とによって，鉱物細粒で構成された構造が浮き上がった

状態で観測されることがある。ここでは，この方法を利

川した。

使用顕微鏡はNikonOPTIPHOT２-POLであった。

３-２電子顕微鏡観察(SE I )

長沼町1２1><B遺跡「漆器l'!,'､(｣，恵庭市柏木Ｂ遺跡

｢No.l櫛」の試料各２枚について縦察した。

使川装置はJEOLJXA-8９00Mであった。

３ - ３ E P M A分析

踵沼町1２区Ｂ遺跡「漆器l'!ｊ､(｣，恵庭市柏木Ｂ遺跡

4．結果

４-１長沼町１２区Ｂ遺跡「漆器１点」（縄文後期末

葉堂林式期(3200y.B.P.))

I11-溌膜片資料から作製した試料３枚の観察，分析結

果 を I x l l - l , １ ２ , １ ３ に 示 す 。

【光学顕微鏡観察】分析面は，漆器の素材である胎（素

地）の部分と漆の瀧膜層の部分とからなっている。胎の

部分は図１１A,Bで，分析向右下の黒点と漆が浸透

したとみられる!'1央部の褐色Ｕ'戸別部分である。堆膜

屑は|可l1Bで, lﾘ l赤色の上堆り層，暗赤色の｢|!雄り

I岡および右ﾄの褐色部分である下地1両の三層から成って

いる。卜地層は胎のIIIIII'1を平らにするために雄られた層

であるが，低蘭な漆を主成分とする卜．地材で成っている

ためその機能は十分ではない。巾確り層は下地層の上に

堆られた層で，漆に亦色の色材を混ぜた中塗り材ででき
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ｌ長淵町1２1><B遺跡「漆器１点」の顕微鏡観察面分析および線分析（そのl)
A:塗膜層と素地の|析面（以下塗脱|析面とする下地材が浸透したU(またはV)字型繊維（胎）の両側部分が'二位表miの近くま
で突き上がっている右隣の空白は繊維が抜け落ちた跡である),B:塗膜断面（直交ニコルで兇たＡの像，明赤色の｜塗り屑，
暗赤色の!' '唯り層，褐色の下地屑と下地材が浸透した繊維が鮮明になる右Fに点在する黒色は繊維の残存部分である),C:EP
MA面分析の炭素マップ(U字型の下地材浸透部の炭素濃度が試料周辺の蒸着炭素濃度に近い) ,D :EPMA面分析の鉄マップ
（藍胎の周I脈|まで浸透分布している),E:EPMAIhi分析の水銀マップ（上途りIYiに分布している),F:EPMAI耐分析の硫黄マッ
プ（水銀分布と重なっている) ,G :EPMA面分析の銅マップ（水銀，硫蛍分布と里なっている) ,H :EPMA線分析（白線は分
析ライン，｜ﾘl赤色部分がl錐り層で硫黄の信号が双峰型に，暗赤色部分が中雄り層で鉄の信号が針束状態に出現している。ピー
ク形状は含ｲj粒子の粒度分ｊｊと粒ｆ密度を反映していると思われる｡）

Cross-sectionalobservationandanalysisoffragmcntofurushiwareinlateJomonPeriod,excavatedfromNaganLImaTown
1２-Bsite.
A:Cross-sectionofthepieceoftheurushiware,B:Cross-sectionofthesamespecimcn(Thelayersseeninthecross-section
ofthccoatingfilmunderthepolarizingmicroscope,withcrossedpolars),C:Carbonmapofthesamespecimeninareaanaly-
sisbyEPMA,D:Ironmapofthesamespecimeninareaana１]．sisb)-EPMA,E:Mercurymapofthesamespecimeninarca
analysisbyEPMA,F:SulfurmapofthesamespecimeninareaanalysisbyEPMA,G:Coppermapofthesamespecimenin
areaanal]-sisbyEPMA,H:DistributionofSulfurandlronalongthewhitel ineonthesurfaceofthesamespecimeninl ine
analvsisbvEPMA.

gl１

Fig.１-１

ている｡jL確り層は仕上げ塗りの層で，中塗り材の色材

とは異なる赤色材と上質の漆とを混ぜた上塗り材ででき

ている。塗股層の厚さは一様ではない。

下地材は，下地層を形成してド位の素地内部まで浸透

した形跡が| ﾘ j隙である( I x I 1 - 1A , B ,図１-２A ,B ,

図１-３A ,B ,C ,D ) ｡流動|ｿ |§の高い低分ｆ量の生漆

であったと思われる。下地屑の厚さはOmmから

0.1mmの間で変化し,0.3～１mm程度の間隔で波状に

繰り返す。上位面がそれに伴って起伏し，凹部には赤色

層が充填されて平坦になっている（図１１A,B ,図

１ -２A , B ,図１３A , B , C )。赤色層全体の厚さは

最大で0.2mm程度で，層内に小粒子が点在している

(F１１-２A,B)｡

堆膜層が極端に薄い場所では，卜地材が浸透した|ﾘ1褐

色の胎がＵ字型に湾曲してＵ字の両側が最上位まで伸

びている状態（図１-１A,B)と，黒色の胎の一部が
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IXl l２踵淵町１２区Ｂ遺跡「漆器１点」の顕微鏡観察，而分析（その２)
A:溌膜断面（矢印の先端はＦ地IIYiの欠陥部,!|!塗りll･ ' iはトー位I､lx位２の二I『ｉ職察されるが，榊の境界は|ﾘl腋ではない),B:
堆脱IMrli l i (直交ニコル,I,２はＡとII１じ，堆膜liYi lﾉ1IW亦色の斑.'j､(は鉱物粒),C:EPMAli l i分析の炭素マップ（黄色帯がﾄﾞ地層
で‘式料の他の部分より炭素レベルがI奇い) ,D : EP l l人面分析の鉄マップ,E : EPMA而分析の水銀マップ,F : EPMA面分析の
硫澁マップ,G:EPMAl i l i分析のfl I1マップ,I I :EPXIAI I I i分析のカルシウムマップ（瞳色州:のカルシウムが!| ' *b l i ( ik位に分洲ｊ
している), I : |２塗りI筒のSEI( * f ja密度小，粒度分1j/<) .J : ! l i f f l ) I I ､ f iのSEI (粒j '･密度人，粒度分４j小）

Fig.1-2CI･oss-seclionalobscl-vationandanal]-sisofapiecc()fthcsamesamplcasFig.１-１
A:Cross-scctionofthepicccofthcsample,B:Cross.secli()nofthGsamespccimcI1(u･ithcrosscdpolars),C:Carbonmapof
thcsamcspGcimeninLIreaanalysisb)･EPMA,D:l l･()nmap()IthcsamcspecimeninareaanalysisbyEPMA,E:Mercurymap
ofthesamespccimeninal-caanall･sisbl･EPXIA.F:Sulful･map()fthcsanlcspecimeninarcaanal)･sisbyEPMA,G:Coppel-
mapofthcsamcsDccimeninal-"ana1,･sisbl．EPAIA,H:CalciummとlpofthesamespecimeninareaanalysisbyEPMA,l :
SEMmicl-ographofthecl-oss-sectionoffacingcoalinthcsamespecimen,J:SEMmicrographofthecross-sectionofmiddlc
coatinthesamcspecimen.

最上位近傍まで突き出ている状態 ( I x i l ３ A , B , C

の黒色部分）とが認められた。胎は繊維状で，その径は

0.1～0.2mm程度である。

繊維状の素地には高流動|ｿ|ﾐの卜地材か容易に没造する

ため，その111囲では下地屑に欠陥が生じやすい。卜地IIYi

の欠陥部では赤色中砿り材が上位から抵透またはi11人し

ている（図l- lD繊維状の胎のl, '11ﾉﾄIに鉄の成分が検

ｌｌＩされた)。このような個所では，中堆り『iの卜．位に粒

径の大きい石色材粒イか残矧し，’|'途り層がJ胃i状態に

観察された（図１-２A)。ノ直素マップにはLI!塗り層の

言層分離は認められず,I１:1質屑である。さらに,卜地層

の欠陥が多い部分では，中塗り層の上に二度の上雄りが

なされたとみられる部分も観察された（図l３D) ｡

この部分的な：層は，拡がりとともに上位層が漸減し，

境界liliは消滅する。顕微鏡観察では，この上蛾り層のｋ

位，ド位の様ｲ|'や樅成粒ｆの粒度に雄異はなく，元素マッ

プにもｲll連はみられなかった。

【SEI]|二途り層，中漆り層では，粒径ｌｕｍを境とす
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長沼町1２区Ｂ遺跡「漆器1点」の鏡ド観察，面分析（その３)
A:塗膜|WTIil i(!､熈色の藍胎が雄I如両まで突き出ている),B:塗膜断血(mm),C:塗膜IWrlm(匝交ニコル

図 １ ３
A:塗膜|WTI i l i ( ! ､熈色の藍胎が堆I如両まで突き出ている) ,B :塗膜断血(mm) ,C :塗膜IWr lm(匝交ニコル) ,C :EPMA面分析の
炭素マップ,D:塗膜断面（向矢印の先端に境界Imがある),E :EPMAIｍ分析の炭素マップ（写頁中央部を/1ff i "161に波をうつ
黄色帯が炭紫の高レベル帯で卜地l i ' iに重なる) ,F :EPMA而分析の鉄マップ,G :EPMAIh i分析の水銀マップ,1-1 :EPMA而分
析の硫黄マップ, I : EPMA面分析の錨マップ

Fig.l-3Cross-sectionalobservationandanalysisofapiccco(thesamesampleasFig.１-１
A:Cross-sectionofthepieceofthesample,B:Cross-sectionofthesamespecimenwiththescale(mm),C:Cross-sGcti()noI
thesamespecimen(withcrossedpolars),D:Cross-scctionofthesamcspccimen,E:Cal･b()nmapofthcsamcspecimenina1℃ａ
anal,-sisbyEPMA,F:Ironmapofthesamespccimeninareaanal)･sisb)､EPMA,G:Mercl l１･)-mapofthesamespecimenin
areaanalysisbyEPMA,H:SLllfurmapofthesamcspecimeninarcaanalysisb)･EPMA,I:Coppermapofthesamespecimen
inareaanalVsisbVEPMA.

る人小さまざまの粒ｆか点在する。粒度分布は上塗り層

がやや大きく，粒f密度は中塗り層が人きかつた（図１-

２１,J)｡

【線分析】硫黄(S)の検出強度はｋ途り層が最人で，

中確り居，下地層では急激に減衰した。鉄(Fe)は，

中溌り層が上塗り層より概して信号ピークが大きく，ピー

クの密度も大きかった( IX l l -1H)oなお，水銀(Hg)

の偏けは硫黄の信り･と通なり，かつ硫蛍より強度が小さ

いために検出不能であった。

【lil i分析】元素マップ上で鉄(Fe)は中塗り層に，水

銀(Hg)と硫黄(S)は上塗り層にそれぞれ分布した。

銅 ( C u ) は，強度は弱いか水銀 ( H g ) と硫黄 ( S ) の

分布に重なった ｡ ( 以 上 I X l l 1 D , E , F , G , 図 ｌ - ２

D , E , F , G , 図 １ ３ F , G , H , I ) 鉄 成 分 は ， 色 材

粒子の形状（図１２１)から，酸化第皇鉄が主成分の

鉱物（ベンガラ）であり，水銀成分は，硫黄と同一分布

をなすことから，硫化水銀が主成分の辰砂(cinnabar:

HgS)である可能性が尚い・水銀成分が硫化水銀であ

るnI能'|ｿ|;は，線分析の硫戯分布からも衲完される(Ixll-

lH)。ベンガラ，肢砂の粒度分布は，それぞれがほぼ
一様であることから，これらの鉱物粒は幣粒過程を総た

ものと考えられる。

1５
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忠庭'ij柏木Ｂ遺跡「Xo.l櫛」の顕微鏡観察，面分析
A:塗膜断mi(青矢印先端は雄膜材が貫入して塑形材に遮られた場所,Hはこの部分のSEI ) ,B :堆膜断而（直交ニコル，

図 ２ ］
A:誰膜断mi(青矢印先端は雄膜材が貫入して塑形材に遮られた場所,Hはこの部分のSEI ) ,B :堆膜断而（直交ニコル，青矢
印先端はＡとl r1じ) , c : EPMAm分析の鉄マップ,D : EPMA面分析の水銀マップ,E : EPMA Im分析の硫黄マップ!F : EP
MA而分析の銅マップ,G:EPMA面分析の砒素マップ、H:途膜層II I (下の朔形祁のSEI(A,Bの肯矢印先端部分の像：エ⑧猛
塑形屑，②!''堆り材のlFiで，粒r-を含む'l1堆り塗l1拠材が貫入し蛎形材に火在している人小の穴はウルシのゴム質部分の水分が除
かれた跡である),I:堆膜層のSEI(左から｜塗り)Wi,中誰り｜蔦位層,!|!塗りﾄﾞ位屑で，上噛り層と!|!途り卜．位屑は|I1じ様相であ
ブ ､
匂ノ

F ig .２-１C】℃ss-sect iona lobscrvat ionandana lys isofap icceo IcombXo・l in la tcJomonPer iod ,cxcavatedfromEn iwac i ty
Kashiwagi-Bsite
A:Cross-sectionofthcpieceofthccomb,B:Cross-sectionofthesamespecimen(withcrossedpolars) ,C: Ironmapofthe
samespecimeninareaanalys isbyEPMA,D:Mercur]"mapofthesamcspecimeninareaanalys isbyEPMA,E:Sulfurmap
ofthesamespecimeninareaanal]s isb)-EP]IA,F:Coppermapofthesamespecimeninareaanal)･sisbyEPMA,G:Arsenic
mapofthesamespecimeninal-eaanal]､sisbl･EP1い,H:SEMmicrographofthecross-seCtionofbaseinthesamespecimen,
I :SEMmicrographofthecross-sectionoIcoatsinthesamespecimen.

【光学顕微鏡観察】分析面は，櫛歯の根元を固定するた

めに用いた塗り固め材である姻形材が大半で，明瞭な下

地層は確認できなかった。塑形材は，生漆と木粉とを練

り合わせた木犀漆系の混和材とみられる。塑形部には部

分的な配向形状が認められるが，全体的な規則‘性はなく，

箙のある咽形祁であった''I能!|ｿ|畠が高い。その結果，歪に

よってﾉﾋじた隙|Ｈ１には，F地材とともに着色材の微粒r･

を含む!|'塗り材が貫入した部分椛造ができている（図２-

１A矢印,B矢印,H )。貫入した塗膜材に含まれる粒

炭素マップでは，下地層が試料内の他のどの部分より

も 高 い レ ベ ル を 示 し た （ 岡 1 1 C , 1 - ２ C , 1 ３

E)｡また，中塗り層の上位部分にカルシウムのレベル

の高い分布域が観測されたか，分布域が限局しているこ

とから，カルシウムは塗膜材内の石灰成分にII1来するnI

能‘|ｿｌｉが高い(Ixll-２H)。

４-２恵庭市柏木Ｂ遺跡「No.１櫛」（縄文後期末葉

御殿山式期(3000y.B.P.))

試料２枚の観察，分析結果を図２-１に７Jくす。
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図２-２恵庭巾柏木Ｂ遺跡「No.２櫛」の顕微鏡観察而分析
A :塗膜断面,B :塗膜断面（直交ニコル) ,C : EPMA面分析の鉄マップ,D : EPMA面分析の水銀マップ
落しているため水銀はほとんど検出されない）

（上塗り層がほぼ剥

Fig .２-２Cross-sect iona lobservat ionandana lys isofap ieceofcombXo.２in lateJomonPer iod ,excavatedfromEniwac i ty
KaShiwagi-Bsite
A:Cross-sectionofthepieceofthecomb,B:Cross-sectionofthesamespecimen(withcrossedpolars),C:Ironmapofthe
samespecimeninareaanalys isbyEPMA,D:Mercurymapofthesamespecimeninareaanalys isbyEPMA.

子は，元素マップから中塗り上位層の鉄成分含有粒子で，

SEIによる粒形，粒度からも中塗り上位層の粒子と同種

であることが確認でき，ベンガラであるとみられる。下

地材や中塗り材が流動性の高い漆液であったことも，こ
のような部分構造の形成要因であったと思われる。上塗

り材が中塗り層の下位に位置しているのは，低粘性の中

塗り材が塑形部に流失するのを防止する効果があった可

能性がある。塗膜層の一部が欠けた黒色帯は，二層をな

していて中塗り層と上塗り層である（図２１A,B)｡
'l1塗り層と上雄り層とを合わせた塗膜屑全体の厚さは

0.1～0.15mmであった。

【SEI】試料２枚の観察結果である。途膜層全体に，径

が数浬ｍから１０"m程度の不定形欠陥部が多い。これ

らは漆ゴム質の水分が抜けた跡である。上塗り層は厚さ

が５0～70"mで，径１0"m前後の粗粒子が散在し，径

ｌ〃ｍ程度の細粒子が粗粒子と欠陥部の間隙に点在して

いる（図２１１)｡中塗り層は上位，下位の２層から成

り，層厚はいずれも３０～40"mであった（図２-１１)｡

中塗り層のうち上位層は径ｌ～１O"mの粒子が充填さ

れ，下位層は上塗り層と同相であった。塑形部には隙間

が多く，着色塗膜材の貫入，沈着が認められた（図２-

lH)｡

【面分析】中塗り層に鉄(Fe)の分布，上塗り屑に水

銀(Hg )と硫黄(S )の分布がそれぞれ重なった。銅

(Cu)と砒素(As)は，水銀強度のl/４程度の強度で，

上途り層に分布し，水銀(Hg )と硫黄(S )の分布に

1７
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図２３恵庭'lj柏木Ｂ遺跡「No.６櫛」のMIi微鏡観紫，１m分析
A:堆膜断li l i ( I ' l○内は堆膜材がド位方I( '1に貫入して窄孔内雌に沈府した部分),B:堆膜断1m(Aの白○内部の拡大7i>稔膜材が
下位方向に甘人してｸ好L内砿に沈府している),C:"11弾断lil i(1I1交二コルで兄たＢの像，赤色に変化した塗脱材か隙'!Ifを避けな
から卜．位方|f'jに箇入して‘′野L内に沈着している)．D:EPMAIM分析の鉄マップ（鉄成分の多い中稚り材が'乍孔内壁まで分１jして
いる),E:EPMA而分析の硫此マップ(|二〃II'央部の堆脱ｋ位屑に卜Ⅱ､Liする位樅に低レベルで硫黄が分布している）

Fig.２-３CI･oss-sectionalobservationandana１)sisofapicceofc()mbNo､６inlateJomonPcriod,excavatedfromEniwacitv
Kashiwagi-Bsite
A:Cross-sectionofthcpieceofthecomb.B:CI･oss-scctionofthesamespecimcn(crossnicoIs),C:Cross-scctionofthesamc
specimen(cr()ssnicoIs),D:IronmapoI１hcsamespccimeninareaanal]･sisbl･EP11A,E:Sulfurmapofthcsamcspecimcn
ｌｎａｒＣａａｎall･ｓｉｓｍ、ＥＰＭＡ．

重なった ( I x I ２ - l C , D , E , F , G ) 。

４-３恵庭市柏木Ｂ遺跡「No.２櫛」（縄文後期末葉

御殿山式期(3000y､Ｂ･Ｐ.))

試料１枚の観察，分析粘果を図２-２に示す。

【光学顕微鏡観察】分析面は，木犀漆系の提ﾄll材とみら

れる咽形材が人半で，途膜は一層確認できるが，下地1脚

は碓!漁できなかった(IXi２２A,B)。塑形材の部分に

は多数の空孔が存在する。雲粒状の小塊が漆膜の外側に

付着残存している。堆膜層のI!ｆさは0.02mm限度であっ

た。

【li l i分析】一層の唯I災に鉄(Fe)の分布が服なった

(F I２ -２C ,D ) ｡

４-４恵庭市柏木Ｂ遺跡「No.６櫛」（縄文後期末葉

御殿山式期(3000y.B.P.))

試料１枚の観察，分析結果を図２３に示す。

【光'７:伽微鏡観察】分析liliは，水服漆系からなるとみら

れる叩形部が人､fで，卜地胴は確1認できなかった(IXI２-

３A)。ヴリ』形部分には知イモ５0"m程度，長径0.3mmW

度の窄孔が点ｲl北ている。塗I塊I符に近いﾂﾋ孔では堆膜材

が浸透し，牢孔内壁に付着している(Ix I２３B,C)。
II!塗り屑と上堆り層とを合わせた塗膜層全体の厚さは

１O～５０"mであった。

【面分析】中堆り層から塑形部の空孔内壁にかけて鉄

(Fe )が分布している( I "２３D) ｡ ! | !漆り材が貫入し

て，ツ好L内壁に沈着したものである。

塗ll典に唾なる鉄分４jの上位（外側）に，低レベルで硫

i ' f (S )が分１jしている(IX I２-３E)｡

４-５恵庭市柏木Ｂ遺跡「No.８櫛」（縄文後期末葉

御殿山式期(3000y.B.P.))

試料１枚の観察，分析結果を|剣２４に示す。
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哩庭TIj杣木Ｂ遺跡「No.８櫛」の顕微鏡観察,lili分析および線分析
A:塗l典|析而（堆膜層外側に上塗りＭの残津がｲ､j着している),B:塗膜断lili(直交ニコル，

|xI２４
A:塗脱|析而（堆膜層外側に上塗りＭの残津がｲ､j着している),B:塗膜断li l i (直交ニコル，堆膜I言外側に付消している亦色の小
塊が|竜堆り層の残津である) ,C :EPMA面分析の鉄マップ（蝿形部内部に鉄含有堆膜材が沈府している) ,D :EPMA而分析の
水銀マップ（確脱屑の外側に付着する小塊部分の信号である),E:EPMAIｍ分析の硫黄マップ（塗膜Ｍの外mllに付着する小塊部
分の伝サである) , F : EPMA面分析の銅マップ（塗膜" iの外側にｲ､ j着する小塊部分の信号である) ,G : EPMA線分析( I ' l線の
分析ライン１１を，堆膜外側から内側に進んでﾕ燗めの黒点に硫黄の強いピークが現れた）

Fig.２-４Cross-scct iona lobservat ionandanalys isofapieceofcombNo､８in lateJomonPer iod,excavated[romEniwaci ty
KaShiwagi-Bsite
A:Cross-sectionofthepieceofthecomb,B:Cross-sectionofthesamespecimen(withcrossedpolars),C:Ironmapofthe
samespecimeninareaanalysisbyEPMA,D:MercurymapofthesamespecimeninareaanalysisbyEPMA,E:Sulful･map
ofthesamespcc imen inareaana lys i sbyEPMA｡F :Coppermapofthesamcspec imcn inareaana lys i sbyEPMA,G :
Distr ibutionoflronandSulfuralongthewhitel ineonthesLlrfaceofthesamcspecimeninl ineanalysisbyEPMA.

【光学IM微鏡観察】分析liliは，水脈漆系の混和材とみら

れる姻形材が人半で，一屑の途脱と，その外側に付着す

る残津状の小塊が確認できた（|叉１２４A,B)｡ド地層

は確認できなかった。加形部は窄隙が多い。塗膜層厚は

50"m～0.15mmﾄll渡であった。

【線分析】堆膜の外側に１，｣･青している残沖状小塊に硫黄

(S)の鋭いピークが現れ，続く内側の溌膜上で鉄(Fe)

のピークが数本現れた(IXI２-４G)｡
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【面分析】塗膜層には鉄(Fe)が分布し，その外側に

付着する残津状の小塊には水銀(Hg ) ,硫黄(S ) ,銅

( C u )が重なって分布した（図2 - 4 C , D , E , F ) ｡

銅の強度は水銀強度の４分の１程度であった。

分布帯は，炭化した藍胎の炭素濃度を反映している可能

性を否定できないが，その分布形状からは下地材に混用

された炭粉のような炭素系物質に由来する可能性も残る。

中塗り層の上位付近に分布するカルシウムは，分布域が

限られていることから塗膜材の混用材に由来する可能性

がある。これらのことは，塗膜材に対する様々な工夫が

なされた可能性を示し，漆塗膜の形成には，積み重ねら

れた技法が集約されていることを示唆している。

塗膜の着色構造は，両資料ともに中塗り層はベンガラ

による赤色であり，上塗り層は辰砂による赤色である。

ベンガラの粒度は径ｌ〃ｍ程度が最大で密度が大きく，

辰砂は径ｌ〃ｍ強程度の粒子で混入量は少ない。両色

材ともに整粒工程を経たと思われ，色材に対する加工技

術が存在したことをうかがわせる。水銀とともに検出さ

れた銅の鉱物形は硫砒銅鉱(enargiteCu3AsS4)であ

ると思われる。この鉱物は鉱脈型鉱床とその風化型鉱床

の産出鉱物であり，辰砂の産出鉱床を示している。辰砂

母岩の随伴鉱物として辰砂とともに混採された可能性が

高い。辰砂の賦存地域が限定されるため，両資料に使用

された辰砂は，同一地域の同類鉱床（鉱脈鉱床またはそ

の風化鉱床）で産出したものと思われる。一方，硫砒銅

鉱には深紅色を呈する原鉱石もあることから，赤色鉱物

として別途調達されて辰砂と混用された場合もあり得る。

藍胎漆器，漆櫛の塗膜分析結果は，両製品の背景に相

当程度に発達した総合的な漆工技術が存在したことを示

5．考察

長沼資料の素地は，径０.１～0.2mmの繊維状である。

繊維の大部分が分解して失われているが，下地材が浸透

した部分では植物細胞またはその痕跡が残っている。こ

れらは，素地が藍胎であることを示していると同時に，

資料が漆器であることの傍証でもある。長沼資料は藍胎

漆器の一部である可能性が高い。

４点の恵庭資料は，櫛歯基部に形成された同一塑形層

の塗膜層破片であると思われる。塑形部を形成する木尿

漆は，その成分である生漆の欠陥や，木粉の分解，抜け

落ちによる空隙が存在し，その内壁には塗膜の形成時に

貫入したと思われる着色塗膜材の沈着があること，およ

び植物細胞またはその痕跡が残存していること，さらに

塗膜上位層の剥落散逸が著しいことを共通の性状として

いる。

両資料の下地材または塑形材に使用された漆は，流動

性が高く，形成された下地層や塑形層に欠陥部が多い。

そのため上位層となる中塗り材の浸透を招いた。長沼資

料の中塗り層で観察された二層状態の部分は，この層の

下位部分の塗材がベンガラ粒の大部分を残留したまま藍

胎部分に浸透したために生じた構造である。恵庭資料の

塑形層にできた空隙では，中間塗材の浸透や貫入の形跡

が著しい。そのような部分では，塗膜下位層に辰砂粒を

伴う上塗り材，塗膜中位層にベンガラを伴う中塗り材，

塗膜上位に再び上塗り材が重なっている（図２-１１)。

これは，上塗り材が高粘性であり，低質，低粘性の中間

塗材が，素地や塑形部へ流失するのを防止する効果があっ

たことを意味している。このような塗膜の成層構造は特

殊で稀であるが，柔軟な塗膜技法が存在した可能性を示

唆している。

これらのことは，漆の材料特性に応じた技法が存在し

た可能性にとどまらず，整備された製漆工程の存在をも

示唆している。

長沼資料の下地層と下地材浸透部に検出された炭素の

している。
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MicroprobeAnalysisofUrusiCoatingFilm
ExcavatedfromJomonSitesinHokkaido

Kohich iKATO! ) ,Yuk ioKOBAYASHI2)andMasaak iOGASAWARA3)
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Recent l y ,u rush iob jectsexcavatedfromJomons i tes in thecentra lpar tofHokka idodraw

muchat tent ionbecauseofitsquant i t yandqua l i t y . I n th i ss tudy , f ragmentsofcanear t i fac t

coatedwithurushiexcavatedfromthesiteoflateJomonperiod(3200y.B.P.) inNaganumaTown

andfragmentarycoat ingf i lmsofcombfromthesiteof lateJomonperiod(3000y､B.P.) inEniwa

Citywereinvest igatedbypolar iz ingmicroscopeandEPMA.

Thecrosssect ionoftheNaganumasamplewascomposedofcanefibermater ia lsandthree

laminarurushi layersadher ingtothem:agroundcoat ,ared-coloredmiddlecoatwithhematite ,

andred-co loredfac ingcoatwi thc innabar・Thegroundcoatandmidd lecoataremadeofraw

urush i ,flowable lacquer ,whichhadatendencytosoak intothecanefiberbas is .Becauseofthe

flowab i l i t y o f t h e r awu ru sh i , s omeo f t h e v acanc i e s i n t h eba sewe r efi l l e dw i t h i t . T h e r ed -

coloredrawurushiusedformiddlecoat intruded,throughthevacanciesorcracksintheground

coat , intothevacanciesinthecanefibermater ia ls .

Thecrosssect ionoftheEn iwasamplewasbas ica l l ycomposedofabasemadeofrawurush i

mixedwithwoodf lourandtwolaminarurush i layersadher ingtothem・Thegroundcoatcould

notbefoundinthecrosssect ionoftheEniwasample .Weth inkthatthebasewasusedforfix ing

theteethofcombtocrossbar .Therearevacanciesofmanysizesinthebaseprobablycausedby

thedisso lut ionorremova lofthewoodflourembeddedinrawurush i .Onthe innerwal loftheva-

cancies , i ronwasprecip i tated.Thiswouldbearesul tofthe intrus ionofflowableredurushi into

thebase .Ontheotherhand, inthecrosssect ionoftheEniwasample ,wefoundspotscoatedby

theurush i forfin ish ingsothattofi l ldefect ivepartsofbase .

In thesur face layer inbothofNaganumaandEn iwasamp les ,mercuryandcopperwerede-

tected.Copperwasposs ib lyder ivedfromenargi te ,whichwasformedbyminera lve intypede-

posit.

２２


